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燃料油積込前の人体除電のお願い（依頼） 

 

平素、安全協力会の活動にご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

昨年から混載・単載積場の車両除電の方法としてマグネット式のアースホルダーが導入さ

れてきています。 

 現状は、マグネット式と従来のクリップ式が混在しているため、安全のためアースのタイ

プに関わらず、階段手すりに設置してある人体除電棒で必ず人体除電を行うように、

貴社の乗務員に再度ご指示をして頂くようお願い致します。 

 

記 

(1) アースラグのタイプ 

クリップ式とマグネット式のアースホルダーでは、人体除電の効果が異なります。 

マグネット式の場合は、取手をつかんでも、人体除電は行われません。  

 

写真１  クリップ式（従来品） 

素手でクリップの金属部を持つので、

取付け時に人体除電が行われます。 

写真 2 マグネット式 

取手の金属棒をつかんでも、ゴムで絶縁

されているので、人体の除電は完全には

行われません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

(2) 人体除電の方法 

人体除電を確実に行うために、クリップ式、マグネット式に関わらず、 

階段手摺に設置されている人体除電棒（ステンレスのパイプ）を使用し

て人体除電を行って下さい。 

 

 

 

階段の登り口の手すりに、

除電棒が接地されているの

で、ステージに上がる前に、

必ず素手で触れて人体除電

を行って下さい。 

 

 

 

 

 

写真３  人体除電棒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

除 電 棒 


